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ホテルマネジメント検定

表現力とプレゼンテーション技法

ＳＰＩ非言語対策

フレッシャーズ教育
観光産業概論
社会情勢研究

第二外国語（韓国）

ユニバーサルサービス
手話

面接対策

ソムリエ＆バーテンダー
フロントサービス
ホテル実務技能認定試験対策
ホテル英会話

就職活動講座
ビジネスマナー

HRS実技

TOEICⅠ

着付け演習

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

科目名
レストランバンケットサービス

コンピュータ

web広告戦略

ＳＰＩ言語対策

ブライダル演習
ブライダルセールス

企業実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
TOEIC

第二外国語（中国）

TOEICⅡ
英検対策Ⅰ・Ⅱ

フロントオフィス
ホテル英会話

ホテル・ブライダル
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１年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

バッシングとパントリー内での下げ方を学ぶ

チューリンサービス演習

2027年HRS学科試験全員合格に向けた　　　　学
科基礎知識と実技対策をふまえた講義

14回1/25 期末試験
筆記試験（行動を言葉で表す）

10回11/30 レストランサービス

11回12/7 レストランサービス
電話応対を学ぶ（外線。内線）

8回11/9 レストランサービス

15回2/１ 前期まとめ
　

前期のおさらい　前期終了

12回12/14 レストランサービス
クレーム処理を学ぶ

期末試験対策
13回1/18 期末試験課題発表

シルバー交換を学ぶ

　

9回11/16 レストランサービス
コーヒーカップ、ブイヨンカップの下げ方を学ぶ

6回10/26 レストランサービス
　

7回11/２ レストランサービス
シャンパンフルート（ステム）への注ぎ方

　

4回10/5 宴会の準備
テーブルセッティング演習（婚礼）

　

5回10/19 レストランサービス
プラッターサービス実演（P107）

　

2回9/14 宴会の準備
テーブルの配置を学ぶ（宴会指示書）

　

3回9/28 宴会の準備
テーブルナンバー、席札（名札）、とメニューを学ぶ

受付、宴会場、控室について学ぶ

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容　　

1回9/７ オリエンテーション
授業の目的と進め方

テキストの概要を学び学習方法を知る

到達目標 授業を通じて実社会で通用するスキルを身につける

使用テキスト 西洋料理　料飲接遇サービス技法

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 麻生　亮 有（ホテル業界勤務歴）

授業概要（内容） 授業形態 講義

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 レストランバンケットサービス A
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1年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

14回 カクテル実技 オリジナルカクテル作成

15回 カクテル実技 オリジナルカクテルプレゼン・期末試験

12回 カクテル実技 カクテル作成

13回 カクテル実技 カクテルの知識と作成

10回 カクテルの基礎 カクテル概要

11回 カクテル基礎知識 器具、カクテル作成について

8回 リキュールについつ リキュールについて、生産国、原料、生産方法について

9回 日本酒と焼酎について 日本の酒類について

6回 テキーラ、ラムについて スピリッツについて、生産国、原料、生産方法について

7回 ブランデーについて ブランデーについて、生産国、原料、生産方法について

4回 ウィスキーについて ウィスキー歴史、生産国、原料、生産方法について

5回 ジン、ウォッカについて スピリッツについて、生産国、原料、生産方法について

2回 バー▪ラウンジについて バー▪ラウンジ概要

3回 酒の基礎知識 醸造酒、蒸留酒、混成酒について

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 シラバス説明 前期復習、後期講義概要

到達目標 バー▪ラウンジにおける接客、お酒の基礎知識また、基本習得

使用テキスト ホテルテキスト料飲Ⅱ　バー▪ラウンジ編

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 水田　勇太 有（ホテル業界勤務歴）

授業概要（内容）
酒類に興味を持ってもらい、レストラン▪バー業務に活かすこと。

授業形態 講義＆演習
現場での業務が円滑に行える、お客様との会話のツールにする。

対象学年 学科 ホテルブライダル科・国際マネジメント科

科目名 ソムリエ＆バーテンダー A
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

客室整備の手順
ベッドルームの清掃（OUT清掃）

客室清掃（実践）
ベッドメイキング

コンシェルジュの業務

コンシェルジュとは

【ケーススタディ】
 あなたがもしもコンシェルジュだったら…

クローク係とは

クロークルームの整理と準備
クローク業務の作業手順

ベッドルームの清掃（OUT清掃）

ベッドルームの清掃（STAY清掃）

ルームインスペクション

11回

12回 コンシェルジュの業務

クローク係の業務

6回 客室部門の業務

客室部門の業務

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 フロントサービス（客室係・コンシェルジュ） A

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西　翼

到達目標 宿泊部門(ベルマン、客室係、コンシェルジュ)と関連部署についての業務内容の理解と技術の習得。

使用テキスト ホテルテキスト 宿泊Ⅱ　フロント・サービス編

宿泊部門（クローク係、客室係、コンシェルジュ）業務の習得。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1回
オリエンテーション
クローク係の業務

前期期末試験の解説

成績評価と授業スケジュールの説明

2回 クローク係の業務

クローク業務の作業手順
クローク業務（実践）

客室部門の業務の概要
客室についての基礎知識

客室についての基礎知識
客室内の設備・備品

5回 客室部門の業務

4回 客室部門の業務

3回

7回

10回 客室部門の業務

ランドリーサービス

ターンダウンサービス

デリバリーサービス　　　　　その他のサービス

ベッドメイキングの練習

後期期末試験を実施

コンシェルジュの業務

8回 客室部門の業務

9回

15回 期末試験

後期授業の復習を行う

コンシェルジュの業務

客室部門の業務

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 後期授業のまとめ
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

その他のホテル関連分野の解答、解説

4回 テキスト解説

3回

11回

12回 テキスト解説

テキスト解説 接遇分野の解答、解説

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 ホテル総論 A

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西 翼

到達目標 ホテル実務技能認定試験初級の資格を取得する。

使用テキスト ホテル実務技能認定試験 初級 問題集

部署を問わず、ホテルで即戦力として働くために必要な基礎知識を身に付ける。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

資格試験について説明

1回
オリエンテーション

テキスト解説
接遇分野の解答、解説

前期の授業の進め方、評価方法の説明

2回 テキスト解説 接遇分野の解答、解説

料飲分野の解答、解説

料飲分野の解答、解説5回 テキスト解説

料飲分野の解答、解説

宿泊分野の解答、解説

6回 テキスト解説

テキスト解説7回

10回 テキスト解説

宿泊分野の解答、解説

前週の試験をもとに振り返りを行なう

テキスト解説

8回 テキスト解説

9回 宿泊分野の解答、解説

15回 振り返り

ホテル実務技能認定試験を実施

テキスト解説

その他のホテル関連分野の解答、解説

語学分野の解答、解説

テキスト解説

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 ホテル実務技能認定試験

語学分野の解答、解説
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

メニューの英語表現

Dialogue1

4回 Lesson　6　bellperson

3回

11回

12回 Lesson　10　restaurant staff

Lesson　6　bellperson Dialogue3

講義授業形態

成績評価方法
・筆記試験50％　会話テスト・提出物・平常点50％　　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル、国際ホテルマネジメント

科目名 ホテル英会話 A・S

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 加藤亜希、日高郁子、中牟田登喜枝

到達目標 ホテルでの基本的な業務対応を英語でできるようになる

使用テキスト ホテル英会話I　基礎編

接客英語の基本表現を学ぶ

ホテル各部門の業務内容に沿った英語表現を学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

丁寧な接客英語の復習

1回 前期復習 夏休み、実習感想を英語で伝えよう

荷物の英語表現

2回 Lesson　6　bellperson Dialogue1

Dialogue2

客室内備品、家具の英語表現

Dialogue4

Dialogue6

Dialogue５

＊ベルパーソンのロールプレーでお客様をお迎えしよう

Lesson 6　復習テスト

Dialogue1

Dialogue2

5回 Lesson　7　ｃloak room

Dialogue3

＊ロールプレーで宿泊予約を取ってみよう

＊クロークルームでのロールプレー

Lesson 7　復習テスト

Dialogue１

6回 Lesson　7　ｃloak room

Lesson　8　front desk staff

予約取りに必要な日時の英語表現

7回

10回 Lesson　9　housekeeper

Dialogue2

Dialogue3

Dialogue4

後期復習

Lesson　10　restaurant staff

Dialogue2

8回 Lesson　8　front desk staff

9回 Dialogue5

15回 後期まとめ

Dialogue1

Lesson　9　housekeeper

Dialogue3

Lesson 9復習テスト

Lesson 10　復習テスト

Dialogue2

Dialogue3

＊ハウスキーパーのロールプレー

Dialogue4

Lesson　8　front desk staff

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 Lesson　10　restaurant staff

＊レストランでのオーダー取りを英語でやってみよう

Lesson 8復習テスト

衣類の英語表現
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

模試

ライティング

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験対策

読解問題

リーディング

文法解説

読解解説

文法問題

Part7(2)

2文書参照問題の解き方

Ｅメール、記事を読む

TOEIC S&Wテストの案内

ウェブページ、用紙を読む

文脈を意識して読む

練習問題

語彙問題

スピーキング

Part7(5)

ダブルパッセージ

記事とＥメール

8回 Part7(1)

9回 Part1/Part2/Part3/Part4

15回 TOEIC　S&W

Part5(4)

Part5(6)

分詞の形と用法を理解する

7回

10回 模試解説

Part7の攻略の基本を学ぶ

短い文章から取り組む

広告・Eメールを読む

リスニング模試

名詞・動詞・形容詞・副詞

5回 Part5(1)

関係代名詞

先行詞が人か物かをチェックする

答え合わせと解説

主格・目的格・所有格の判別

準動詞の形と役割を理解する

不定詞・動名詞の練習問題

6回

選択肢を読む

設問の順番に沿ってヒントを聞き取る

Part４の攻略の基本を学ぶ

会議の抜粋やスピーチを聞く

Part5の攻略の基本を学ぶ

品詞問題

Yes/No疑問文

2回 Part2(2) 付加疑問文

平叙文

設問を先に読む

テーマ 授業内容

授業の進め方、評価方法の説明

1回 Part1

人物、風景と物、乗り物についての表現

写真をチェックする

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 挽田雅子

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

TOEIC頻出の文法事項を理解する。
授業概要（内容）

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅰ ACMP①

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

頻出語彙

練習問題

4回 Part4(1)

3回

11回

12回 Part7(4)

Part3(2) 設問の意味を単純化する
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回 期末試験（予定）

Part5/Part6/Part7

単語プリント

15回 まとめと復習

期末試験のフィードバック

文法・語彙問題

読解問題

12回 Part7(3)

テキストメッセージ

意図問題の解き方

パンフレット

13回 Part7(6)

トリプルパッセージ

議題・お知らせ・テキストメッセージ

報告書・Eメール・広告

10回 模試

リーディング

Part5/Part6/Part7

答え合わせ

11回 IPテスト対策

リスニング対策

リーディング対策

頻出語彙

8回 Part5(5)

代名詞・限定詞

適切な格を判断する

可算名詞・不可算名詞

9回 Part6

Part6の攻略の基本を学ぶ

設問を分類する

文法・語彙問題を解く

6回 Part5(2)

品詞問題　発展編

文脈から適切な意味の語を選ぶ

複合名詞

7回 Part5(3)

動詞の形と役割

時制

態

4回 Part3(3)

設問を先に読む

図・イラスト問題を攻略する

選択肢を読む

5回 Part4(2)

場所を問う問題

職業を問う問題

次の行動を問う問題

2回 Part2(3)

「許可」「依頼」「提案」の応答の典型を覚える

音のひっかけに注意する

練習問題

3回 Part3(1)

Part3の攻略

音のひっかけに注意する

練習問題

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 Part2(1)

Part2の攻略の基本を学ぶ

WH疑問文を聞きとる

キーワードをとらえる

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 挽田雅子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

授業形態 講義
TOEIC頻出の文法事項を理解する。

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅱ ACMP①
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

期末試験

テーマ

過去問題①

過去問題①

ACMP

有（通訳翻訳業界勤務歴）日高郁子、猪口明日香、加藤亜希、前田智美

英検各級の語彙、文法についての解説等
授業形態 講義

対象学年 学科
ホテル・ブライダル、エアライン、 国際ビジネス、夜間総合観光科

科目名 英検対策Ⅰ&Ⅱ

担当講師（フルネーム）

注；各クラスで取得目標級が異なる為、授業内容や進度はそれぞれ異なる。

授業概要（内容）

期末試験解説

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

本試験の自己採点及び解説

自身の弱点研究

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

後期総復習

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文読解

英作文問題

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

リスニング問題

後期授業総括

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

4回

過去問題１⃣

5回

本試験

二次試験対策

13回

14回

15回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

期末試験対策

期末試験

二次試験対策

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題③

過去問題③

過去問題①

英検2026年度に合格できる力をつける。

2026年度版　英検過去6回全問題集（旺文社）

・期末試験70％　平常点30％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

1回

2回

3回

授業内容

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題、語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

リスニング問題

英作文指導

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

作文指導（取得目標級により異なる）

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

到達目標

使用テキスト

成績評価方法
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

過去問題

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 社会人としての心構え

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

過去問題

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

期末試験

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

ビジネスマナー他

社会人としての心構え

ビジネスマナー他

8回 過去問題

9回 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

15回 期末試験

過去問題

過去問題7回

10回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

5回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

6回

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

2回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

テーマ 授業内容

後期授業の進め方について

1回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中　友加利　池田 香織

到達目標 ビジネス能力検定ジョブパス3級合格を目指す。（１２/６（日)受験）

使用テキスト ビジネス能力検定3級テキスト２０２６年度版

・社会人になるための心構え、また専門学校での過ごし方を学ぶ。

・社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル・国際ビジネス・エアライン・鉄道

科目名 ビジネスマナー ACMP

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

１２/６（日)試験の自己採点をする

4回 過去問題

3回

11回

12回 自己採点

過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

自己PRと志望動機

就活準備ポイント

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 就職セミナー振り返り

・セミナーや説明会に参加する意味と就活への活用方法

・現状把握（自分自身や仕事について、改めてどの程度理解しているか）

・自己PR,、志望動機について、人事の目線からどう掘り下げられるかを考える

8回

4回

15回 行動目標設定

就活準備ポイント

自己PRと志望動機

自己分析と企業研究

文章構成とポイント7回

10回 人事目線と添削

テーマ 授業内容

1回 実習振り返り、整理

2回 実習成果プレゼン ・整理した内容をアウトプットすることで、しっかりと自分自身に落とし込む

・実習での学びや気づきについて、振り返りシートをもとに整理
・自分自身の「軸」を発見

無担当講師（フルネーム） 小野 美香

到達目標 自分自身の就職先を決定し、就職活動本番に臨める状態にする

使用テキスト なし

・就職活動本番に向け、自己分析、仕事研究、言語化と文章化

・伝える力の強化
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 就職活動講座 A

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点（提出物等）３0％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

自己分析と企業研究

3回

11回

12回 就活準備ポイント

求人票の見方とポイント

5回 自己分析と企業研究

6回

9回

・実際の求人票と自分自身の「軸」を照らし合わせる。

・「軸」の根拠を深く掘り下げる

・就職セミナー受講に際しての注意点

・他者の文章を添削、客観的視点

・就職セミナーを終えての学び、気づきの整理

・１年間の学びを振り返り、本番に向け具体的な行動目標を設定

・実際に自分自身が携わる業務について、深く理解する

・これまで集めてきたキーワードを、実践レベルで文章化

・作成した自己PR,、志望動機のブラッシュアップ

・内容について「なぜ？」を問いかけ、深堀を行う
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

 ＳＰＩ言語　文章問題④

4回 世界の気候

3回

11回

12回 日本の政治　　

日本地理②  日本地理　 ②日本各地の産物を学ぶ、産地の組み合わせを覚える

講義授業形態

成績評価方法
 ・期末試験７０％　平常点３０％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテルブライダル科

科目名 ＳＰＩ言語対策 Ａ

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 　　　　                  山本真美

到達目標  筆記試験の点数を確実に取るために基礎知識の向上を目指し、時事問題にも強くなる

使用テキスト  一般常識＆時事/一問一答　（高橋書店）

 就職試験における筆記試験分野・言語系の対策授業
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

 授業方針説明、就職試験の実態を知る

1回 ＳＰＩを知る

　　＊課題（四字熟語）配布

 ＳＰＩ言語　　同意語（意味や内容が近い語）

 日本地理　 ①都道府県名、県庁所在地の確認

2回 日本地理①  ＳＰＩ言語　　反意語（意味や内容が反対の語）

 四字熟語テスト①　課題（四字熟語）を６回に分けて小テスト

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味①語句の意味が正しいもの

 世界地理　 世界各地の気候、産物と産地の組み合わせを覚える

 四字熟語テスト②

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味②意味に適合する語句

 四字熟語テスト③

 日本史　    日本史上の人物に焦点をあて、歴史をみる（誰が何をしたか）

 ＳＰＩ言語　　複数の意味（意味や用法が近いもの）

5回 日本史の中の人物

 四字熟語テスト④

 世界史　    世界史上の出来事を追い、人物と「何」が起きたのか？を見る

 ＳＰＩ言語　包含・用途・機能

 ＳＰＩ言語　文章問題①

 四字熟語テスト⑤

 文化史　    文化・芸術史を学び、有名な芸術作品をおさえる

6回 世界史の中の人物

文化史

 ＳＰＩ言語　文章問題②

7回

10回 地域協定　　　

 四字熟語テスト⑥

 思想史　    思想家の名言・名句と著書

 ＳＰＩ言語  　原料（加工物とその原料）

 国際連合と諸機関

 残りの時間は「時事問題を考える」ニュースサイトの活用方法

経済　　　　

 経済と経済用語

 ＳＰＩ言語　ことわざ・慣用句

8回 名言名句

9回

15回 　後期末試験　　

 ＳＰＩ言語　文章問題③

G7とG20　　　

 中央政治と地方政治

 期末試験３０分

 G7とG20　国際協調を考える

 ＳＰＩ言語　行為の関係

 労働・社会保障　労働者は守られているか？

国際連合の役割

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 　働く環境を考える

 ＳＰＩ言語　文章問題⑤

 地域協定と経済連携協定
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

組み合わせの応用問題を解く

4回 金銭の問題２

3回

11回

12回 組み合わせの問題２

金銭の問題１ 定価・原価・利益のしくみを正しく理解し、損益算の基本問題を解く。　

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテルブライダル科

科目名 SPI非言語 A

無担当講師（フルネーム） 榎木田裕夫

到達目標 ＳＰＩ、玉手箱、ＳＣＯＡなどの採用試験が解ける計算力や論理的思考能力を身につける。

使用テキスト SPI基本問題集（大和書房）

ＳＰＩは企業がおこなう就職試験です、授業では非言語（数学系）の

得点差がつきやすい計算問題や様々な論理問題を解きます。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1回 四則計算 ＳＰＩ非言語の基本となる計算問題（分数、小数を使った１次方程式など）を解く。

2回 割合の問題 割合の問題を解く。

損益算の標準問題を解く。

速度算の基本計算（単位を合わせて式を立て時間や距離を求める）を理解し、問題を解く。5回 ハジキ問題１

速度算の標準問題（旅人算の同方向、反対方向など）を解く。

食塩水の中の塩の量を求める基本計算を理解して問題を解く。

6回 ハジキ問題２

食塩水の問題１7回

10回 順列の問題２

濃度算の応用問題（異なる濃度の食塩水を混ぜる）を解く。

後期のまとめ、期末試験

推論の問題

8回 食塩水の問題２

9回 順列Ｐの計算を理解し、基本問題を解く。

15回 期末試験

関係性や法則を正しくとらえ問題を解く

組み合わせの問題１

推論（順位を考える問題など）を解く。

組み合わせの基本問題を解く

順列の問題１

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 装置と回路

順列の応用問題（並べ替え、色の塗り方、円順列など）を解く。
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 ホテルブライダル

科目名 コンピュータ A

担当講師（フルネーム） 財津克宜 有（IT業界勤務歴）

授業概要（内容）
パソコンの基本的構成やよく使うソフトウェアを知る

授業形態 講義＆演習
メールやクラウドの使い方を習得しIT全般のスキルアップをはかる

到達目標 パソコンの構成を理解しメールやクラウドなどのユーティリティを正しく理解し活用できるようにする

使用テキスト オンラインマニュアル

成績評価方法
課題／小テスト70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

Office365

PowerPoint練習

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回

4回 Office365

PowerPoint練習

Office365

PowerPoint練習

2回

6回 Office365

PowerPoint練習

3回 Office365

PowerPoint練習

8回 AI活用

言語生成AI ChatGPT

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

5回 Office365

PowerPoint練習

10回 AI活用

言語生成AI MicrosoftCopilot

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

7回 Office365

PowerPoint練習

12回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

9回 AI活用

言語生成AI GoogleGemini

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

14回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

11回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

15回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

13回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

フィードバック

4回 模擬面接

3回

11回

12回 模擬面接

模擬面接 フィードバック

講義授業形態

成績評価方法
授業態度、提出物、身だしなみ、出席率により評価

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテルブライダル科

科目名 面接対策 A

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中友加利

到達目標 深堀にも対応できる面接レベルを目標とする

使用テキスト 就職ノート、専門学校生のための就職内定基本テキスト

就職内定に向けて模擬面接を中心に面接対策を実施
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

業界求人動向

1回 オリエンテーション

企業説明会参加時の心構え

1年次前期の面接対策の振り返り

グループ面接（基本パターンの再確認）

2回 模擬面接 フィードバック

グループ面接（基本パターンの再確認）

フィードバック

グループ面接（基本パターンの再確認）

グループ面接（基本パターンの再確認）

フィードバック5回 模擬面接

グループ面接（応用）

フィードバック

グループ面接（応用）

フィードバック

6回 模擬面接

模擬面接7回

10回 模擬面接

グループ面接（応用）

フィードバック

WEB面接

フィードバック

後期試験

グループ面接

8回 模擬面接

9回 志望動機、自己PR、ガクチカ確認

15回 模擬面接

フィードバック

模擬面接

フィードバック

グループ面接

グループ面接

グループ面接

フィードバック

グループ面接

模擬面接

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 模擬面接

WEB面接

志望動機、自己PR、ガクチカ確認
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

それぞれの班での進行状況を発表

プランを仕上げる（最終日）

人前式を考える（２）

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 人前式を発表（２）

レポート作成

各班発表

人前式を考える（３）

各班の発表

計画に沿ってプランを考える

今回のワークで学んだこと、感想について

人前式を発表（１）

8回 人前式を考える（１）

9回 計画に沿ってプランを考える

15回

6回 式場見学振り返り

人前式テーマについて7回

10回 中間発表会

計画に沿ってプランを考える

・見学で得た情報や感想を話し合う

・各班から発表

テーマについて班で話し合う

今後の計画をたてる

・班で式場について発表

・各班で質問を考え発表　　まとめる

・現地集合5回 式場見学

・班分け　（※班長決めなど）

2回 結婚式場の見学につてい（１） ・会場について班で勉強

・資料作成

・班で式場について発表

テーマ 授業内容

1回 ブライダル基礎知識について 前期で学習した基礎知識についての振り返りと復習

有（ブライダル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中　君枝

到達目標 100組のカップルがいれば100通りの結婚式の挙げ方がある。新郎新婦にベストな形に寄り添い、良い結婚式を挙げてもらう

使用テキスト なし

各グループで、新郎新婦に寄り添った人前式の内容を考える
授業概要（内容） 講義

対象学年 学科 ホテルブライダル科

科目名 ブライダル演習 A

授業形態

成績評価方法
平常点30％　　グループ発表と、ワークを通して学んだことをレポートにて提出

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

業界を見学し、現状を学ぶ

4回 結婚式場の見学にいて（３）

3回

11回

12回 人前式を考える（４）

結婚式場の見学につてい（２） ・情報まとめ

・情報まとめ
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1年 学期 通年（後期）

クラス
実務経験

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 ブライダルセールス A
担当講師（フルネーム） 増田 綾香 有（ブライダル業界勤務歴）

授業概要（内容）
プランナーの基礎知識を学ぶ

授業形態 講義＆演習
ウエディングのアイテム詳細・セールスの詳細を学ぶ

到達目標 プランナーの仕事を理解し幅広い知識を身につける
使用テキスト ブライダルセールス(前期も使用分)

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施
テーマ 授業内容

1回
プランナー

（花・コーデ・ペーパーア
イテム）

花・コーデ・ペーパーアイテム知識
コーデ企画をしてみよう：発表

2回
プランナー

（引出物・引菓子）

引出物・引菓子アイテム知識
ギフト企画をしてみよう：発表

3回
プランナー

（カウンセリング）

カウンセリングの重要性
カウンセリングロープレ

4回
プランナー
（企画提案）

カウンセリングと企画

5回
プランナー
（企画提案）

発表

6回
プランナー
（進行表）

進行表の作成

7回
プランナー
（進行表）

発表

8回 その他部門とパートナー
プランナー以外の部門の説明
パートナー企業との向き合い方
その他事務作業の基本（必要作業やコミュニケーションマナー）

9回
ブライダル業界のトレン

ド

フォトウェディング
フリープランナーウェディング
トレンド

10回 集客
集客の振り返り

11回 成約
成約の振り返り

12回 プランナー
プランナーの振り返り

13回 まとめ
後期のおさらい
期末試験の課題を発表

14回 実技試験
実技試験
制限時間内に課題ロールプレイングを行う

15回 筆記試験
筆記試験
質疑応答
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

テーマ 授業内容

TOEICに特化した文法を基礎から復習。語彙力を高め、音読、

シャドウイングなどでリスニング力を強化してスコアアップにつなげる。

使用テキスト TOEIC® L&R テスト書き込みドリル【スコア650全パート標準編】

対象学年 学科 ホテル、鉄道、エアライン

科目名 TOEIC（選択）  AMP

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

1回 オリエンテーション

授業の進め方について

TOEICとは？　TOEICミニテスト

 

2回 品詞問題&Part1

品詞（名詞、形容詞、副詞)の見分け方

品詞問題の解き方 Part5

 

3回 時制&Part2

時制の総復習

Part2解き方 Part5

 

4回 自動詞＆他動詞Part3

自動詞・他動詞の見分け方　自動詞、他動詞を見分けて問題を解く

Part3 Part5

 

5回 不定詞&Part3

不定詞

Part3 Part5

 

6回 動名詞&Part4

動名詞

Part4 Part5

 

7回
分詞の形容詞的用法

Part4

分詞の形容詞的用法

Part4 Part5

 

8回 Part7

Part7(長文の解き方)

Part5

単語練習

9回
名詞・冠詞

part6

名詞・冠詞

Part6 Part5

 

10回
接続詞
Part1&2

接続詞

Part1&2 Part5

 

　

 

11回
関係代名詞

Part3

関係代名詞

Part3 Part5

 

12回
模擬テスト

(リーディング)

模擬テスト

解答

　

15回 文法総復習

後期復習

期末返却

 

授業概要（内容） 授業形態 講義

到達目標 各自の目標スコアを達成する。　※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2

期末試験 1 授業中に実施

13回 仮定法

仮定法

Part6 Part5

 

14回 期末テスト

期末テスト
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

テーマ 授業内容

各1～５日間
（４回）

インターンシップに参加する上での基礎知識や心構えを習得する。
就業体験をとおして、配属された部署での実際のホテルの業務、一日の流れを知り、社会人としての責任感を理解する。

期末試験 2 期末試験なし

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西 翼

到達目標 実務に必要な能力を身につけ、社会人としての心構えと自覚を持つ

使用テキスト なし

学外での実習を通して、実務の習得や社会人として必要な能力や

責任を理解する
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 企業実習1～４ A

実習授業形態

成績評価方法
成績評価はしないが、インターンシップ先の企業からの評価結果を学生に伝え、

単位数 各1
必要と判断した場合は、面談等の指導を実施する。
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

清算業務実技（評価）

期末試験 1 授業中に実施

清算業務実技

ホテル用語復習

清算業務実技

ホテルビジネスのトレンド、宿泊ビジネスの今後

防災事故管理、防犯管理

宿泊料金計算

宿泊料金計算

外貨両替

清算手順と方法

清算手順と方法

デイリールームレポート

ホテルビル

サービス料と税金

ナイト業務2回 レセプション業務

3回 レセプション業務

デイリールームレポート

前期復習

テーマ

1回 前期復習

チェックアウト業務

授業内容

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 中牟田　登喜枝

到達目標 予約からチェックアウトまでの流れを理解し接客スキルを磨く

使用テキスト ホテルテキスト宿泊 I フロントオフィス編

フロント・オフィース業務についての基本知識を学ぶ
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 フロントオフィス E

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験50％　提出物・実技・平常点50％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

4回 レセプション業務

5回 フロントキャッシャー業務

6回 フロントキャッシャー業務

7回 フロントキャッシャー業務

8回 フロントキャッシャー業務

9回 フロントキャッシャー業務

10回 フロントキャッシャー業務

11回 フロントキャッシャー業務

15回 まとめ

12回 フロントキャッシャー業務

13回 リスク管理

14回 今後のホテルビジネス

清算業務実技（評価）
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

＊苦情対応会話テスト

4回 Lesson 7 Restraunt

3回

11回

12回 Lesson 9　complaints

Lesson 6 Telephone&
paging

講義授業形態

成績評価方法
・筆記試験50％　会話テスト・提出物・平常点50％　　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 ホテル英会話 E

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 日高侑子・中牟田登喜枝

到達目標 状況に応じて英語で対応できるようになる

使用テキスト ホテル英会話II 応用編

接客英語の基本表現を学ぶ

ホテル各部門の業務内容に沿った英語表現を学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

前期復習

1回 Lesson 5 check out

＊チェックアウト会話テスト

チェックアウトの手順と英語表現

Lesson 5テスト

2回
Lesson 6 Telephone&

paging
D１&D2

D3～５ 

＊電話応答会話テスト

D１

Lesson6 テスト　

レストラン用語

D2

5回 Lesson 7 Restraunt

D3＆D4

レストランでの接客を英語でロールプレー

＊レストランでの会話テスト

6回 Lesson 7 Restraunt

Lesson 7 Restraunt7回

10回 Lesson 9　complaints

Lesson ７　テスト

D１＆D２

D３

後期内容復習

Lesson 10 Emergencies

Lesson 9　テスト

身体、医療関係用語

8回 Lesson 8 Bar and coktail ounge

9回

15回 後期まとめ

Lesson 9　complaints

D１＆D２

D7～９

Lesson10 テスト

D4～６

D3＆D4

Lesson 8 Bar and coktail ounge

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 Lesson 10 Emergencies

Lesson 8　テスト

D1～D３
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1・2年共通 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

「誕生日はいつですか」　「今日は何月何日ですか？」など会話練習をする。

4回 ヘヨ体の作り方Ⅰ

3回

11回

12回 時を表す言葉

位置表現（場所を尋ねる）　 位置を表す名詞を覚え、会話練習をする。　

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末テスト50％　平常点50％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 エアライン・ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ・鉄道・夜間総合観光科		

科目名 韓国語 P・E・M・Y

無担当講師（フルネーム） 権京愛

到達目標 将来仕事で活用できるように会話練習を通してコミュニケーション能力を身につけさせることを目標とする。

使用テキスト 韓国語の世界へ「入門編」 (朝日出版)

教科書主体に文法を確実に身に付けさせ、毎回の授業には必ず演習を

取り入れ、「読む、聞く、話す、書く」の4技能をまんべんなく学ばせる。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

既習のハングル文字の母音、子音、バッチムの仕組みをもう一度お浚いする。

1回 前期の復習

会話の練習をする。

発音と読み書きの復習をする。

何年、何月、何日、何分、何個など漢数字とともに使われる助数詞を覚える。

2回 漢数字と助数詞 発音と読み書きの復習をする。

助数詞を使って会話の練習をする。

絵を見ながら場所を尋ねる表現を学ぶ。

クラスメートと待ち合わせの場所を決めるなど会話の練習をする。

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ①

会話の練習をする。

助詞をまとめて覚える。

例文を作りながら練習して覚える。

会話の練習をする。

5回 助詞

問題を解きながら復習をする。

会話の練習をする。

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ②

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。

6回 復習と練習問題　

ヘヨ体の作り方Ⅱ

会話の練習をする。

7回

10回 ヘヨ体の作り方Ⅲ　

指示詞を覚え、物を尋ねる表現を学ぶ。

「これはなんですか」など指示詞を使って会話練習をする。

教室にある物を利用し、名前を尋ねる会話練習をする。

問題を解きながら、復習をする。

文化紹介

復習　

復習問題を解く。

8回 指示詞　

9回 会話の練習をする。

15回 まとめ

会話の練習をする。

期末テスト

固有数詞　

自己紹介のフレーズを覚え、韓国語で自己紹介の練習をする。

時を尋ねる表現を学ぶ。

期末テストのフィードバック

固有数詞を覚える。

固有数詞とともに使われる助数詞を学ぶ。

会話練習をする。

復習

復習と練習問題　

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末テスト

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ③

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。
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1・2年共通 学期 後期のみ

クラス

実務経験

トレーニング６
第７課コンビニで

トレーニング7
第8課バス停で　

２５．前置詞 ” 在 ”　　　
２６．時刻の言い方
２７．” 是 ” の省略　　　　　　　　　　　　　◇時を表わす語（２）
２８．助動詞  ” 会 ” ・ ” 能 ” ・ ” 可以 ”
２９．前置詞 ”跟”と”给”
３０．主述述語文
３１．様態補語
３２．経験を表わす ” 过 ”

３３．比較を表す ” 比 ”
第１０課　卓球の中継を ３４．動詞 ” 喜欢 ”
　　　　　　見ながら
トレーニング10
中国語の歌を習おう！ 中国語の歌をマスターしよう！

３５．進行を表わす ” 在 ”
第１１課　ディズニーランド ３６．方向補語
　　　　　　で待ち合わせ ３７．選択疑問文
トレーニング１1 ３８．” 是～的 ” の文
第１2課　カフェテラスで ３９．結果補語

４０．時間の長さ・動作の回数を表わす語の位置
トレーニング１２ ◇　時間の長さを表わす語

　　期末テスト対策 復習プリント

期末テスト
自己紹介 今まで習った表現を使って自己紹介しよう。

総復習

前期習った内容のおさらい

１８．動詞 ” 在 ”
１９．動詞の重ね型
２０．時を表わす語の位置　　　　　　   　◇時を表わす語（１）
２１．量　詞
２２．実現 ・ 完了を表わす ” 了 ”

第９課　放課後に

トレーニング8

トレーニング9

3回

11回

12回

これまで習得した表現を使って、業務上で使う会話を実践しよう

講義授業形態

成績評価方法
・期末試　50％　+　小テスト　30％　+　平常点　20％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 エアライン、ホテル・ブライダル、鉄道科

科目名 中国語 PEN

有（通訳翻訳業界勤務歴）担当講師（フルネーム）

2回 第６課王先生の研究室で

青山祐子

到達目標 中国語の音読、語彙の使い方、文の表現しながら、業務上で使うリスニング能力と会話能力を高めることを目標とする。

使用テキスト 初めまして！中国語（白水社）

中国語の基礎的な発音・文法・単語を習得し、簡単な会話文について
授業概要（内容）

10回

8回

9回

15回

テーマ 授業内容

1回 前期の復習

２４．連動文

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回

4回

２３．助動詞 ” 想 ”　　　　　　　　　　　　　◇ ” 几 ” と ” 多少 ”

5回

6回

7回
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 ホテルブライダル

科目名 Web広告戦略 E

担当講師（フルネーム） 財津克宜 有（IT業界勤務歴）

授業概要（内容）
パソコンの基本的構成やよく使うソフトウェアを知る

授業形態 講義＆演習
メールやクラウドの使い方を習得しIT全般のスキルアップをはかる

到達目標 パソコンの構成を理解しメールやクラウドなどのユーティリティを正しく理解し活用できるようにする

使用テキスト オンラインマニュアル

成績評価方法
課題／小テスト70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回

4回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

2回

6回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

3回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

8回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

5回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

10回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

7回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

12回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

9回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

14回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

11回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

15回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

13回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

高齢者へのサービス②

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

内部障害についての基本知識を習得する

自走体験をもとに注意すべき点に気づく

妊娠中の方・小さなお子さ
ま連れの方

肢体障害者へのサービス
②

ホテル内を想定し案内する

肢体障害者や麻痺のある方についての基本知識を習得する

期末試験返却

妊娠中の方、小さなお子様連れの方についての基本知識を習得する

施設や店舗で喜ばれるサービスを考える

自走体験をもとに注意すべき点に気づく

試験

肢体障害者へのサービス
④

段差や階段での案内方法を学ぶ

8回 高齢者へのサービス①

9回 認知症の症状を学ぶ

15回 まとめ

聴覚障害者へのサービス①

聴覚障害者へのサービス②7回

10回
内部障害のある方

肢体障害者へのサービス
①

高齢者についての基本知識を習得する

高齢社会について考える

加齢に伴う心身の変化を理解する

認知症についての基本知識を習得する

ホテル内を想定し案内する

5回 視覚障害者へのサービス④

聴覚障害者の基本知識を習得する

聴覚障害者の日常生活の一部を体験し、理解を深める

高齢者への接客を学ぶ

体験から学んだことを共有する

様々なコミュニケーション方法を学ぶ

筆談でチェックイン業務を行う

6回

体験から学んだことを共有する

手引きの方法を学ぶ

視覚障害者への接客を学ぶ

ホテル内を想定し案内する

視覚障害者への接客を学ぶ

手引きの方法を学ぶ

視覚障害者についての基本知識を習得する

2回 視覚障害者へのサービス① 介助犬について学ぶ

盲導犬について理解を深める

視覚障害者の日常生活の一部を体験し、理解を深める

テーマ 授業内容

授業の目的、進め方、成績評価方法について理解する

1回 オリエンテーション

合理的配慮について学ぶ

ユニバーサルサービスについて学ぶ

有（エアライン業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 原田歩

到達目標 仕事だけではなく、日常生活でも気づき実践できるようになる

使用テキスト プリント

障がい者や高齢者の生活の一部を体験し、理解を深める

基本的な介護知識を身につける
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 ユニバーサルサービス E

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

車椅子をご利用の方への案内方法を学ぶ

4回 視覚障害者へのサービス③

3回

11回

12回 肢体障害者へのサービス③

視覚障害者へのサービス② 全盲体験をする
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

自己紹介まとめ

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 実技テスト

ホテルで必要な応対

聴覚障害のお客様とのコミュニケーション

実技テスト

手話歌

デフファミリーの生活

手話で表現してみよう

手話学習まとめ

きこえないとは

8回 住所を紹介しましょう

9回 自分のことを手話で話しましょう

15回 総まとめ

手話で表現してみましょう

仕事について話しましょう7回

10回 接客手話

地名の手話

交通手段の表現

数を使った接客手話

5回 数字を使って話しましょう

趣味に表現

職業の手話

6回

人物の表し方

数の表し方

2回 伝え合ってみましょう ものの形、表情表現方法

テーマ 授業内容

きこえないとは

1回 聴覚障がい者と手話 聴覚障害をとりまく環境と状況

有（エアライン業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 江口由香

到達目標 手話でコミュニケーション

使用テキスト 手話テキスト配布

聴覚障害について理解を深め、聴覚障碍者のお客様とコミュニケーションのあり方を学ぶ
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 手話 E

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験５０％　平常点５０％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

時間の経過・行事

4回 伝え合ってみましょう

3回

11回

12回 過去・現在・未来

伝え合ってみましょう 自己紹介・名前の表し方
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

この学校で学んだこと
これからずっと忘れないでいてほしいこと

ストレスの仕組み
各々のストレス解消法について

報告・連絡・相談の重要性について

他科の授業を受けてみよう①

企業出前授業

「怒り」の種類について
アンガーマネジメントとは
怒りのコントロール

「できる社員」と「できない社員」の違いとは

他科の授業を受けてみよう②

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 生活習慣について

ライフイベントやリスクを知ろう

保険について知ろう

新入社員が抱えやすい悩みと、対策・解決方法を考える

なんのために働くのか
社会・企業の仕組み
役職について

9回

15回 まとめ

7回

10回 あなたの知らない世界①

8回
報告
連絡
相談

効率
生産性

6回 ストレス

アンガーマネジメント

2回 イントロデュース②

4回 「働く」

3回

授業内容

1回 イントロデュース
成績評価と授業スケジュールの説明
交流会準備

5回 ルール
社会のルール
企業のルール「就業規則」

新入社員

学科合同交流会

テーマ

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西　翼／猪口　明日香

到達目標 社会人としての基礎知識を身に付けるとともに、困難を楽しく生き抜く力を養う

使用テキスト 適宜プリント

授業を通して社会人になった際の知識（考え方、動き方含む）を事前に身につける
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科、国際ビジネス科

科目名 フレッシャーズ教育 ED

講義授業形態

成績評価方法
授業態度・積極性や出席率により評価する。

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

年金について知ろう

ライフイベントやリスクを知ろう

11回

12回 マネーセミナー①

あなたの知らない世界②

マネーセミナー②
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

4回 国内の交通

3回

11回

12回 海外観光地理【３】

旅行会社の業務【２】

・業界用語

・航航空空（国内航空会社・空港）

・鉄鉄道道（JR線・新幹線と特急列車）

・・九州（（福福岡岡県県・・佐佐賀賀県県・・長長崎崎県県・・大大分分県県・・熊熊本本県県・・宮宮崎崎県県・・鹿鹿児児島島県県））

・交通・宿泊地・郷土料理・行事・土産等を学ぶ5回 国内観光地理【１】

・前回の続き

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 観光産業概論 Ｅ

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 友納真

到達目標 観光についての知識を習得する。

使用テキスト 講師作成プリント・GoogleClasssroom（Forms）

旅行会社から見たホテル。旅行会社との繋がりから観光業界を知る。

観光素材である移動手段（鉄道・航空）・国内・海外の観光地理を学ぶ。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

・授業の進め方／・評価方法

1回 オリエンテーション ・観光とは

・旅行会社の仕組み（企画・手配・収入・添乗）

2回 旅行会社の業務【１】

・前回の続き

・授業の振り返り、まとめ

国内観光地理【５】

・沖縄県

・沖縄の地域・交通・気候

6回 国内観光地理【２】

国内観光地理【３】

・交通・宿泊地・郷土料理・行事・土産等を学ぶ

7回

10回 海外観光地理【１】

東京都と周辺地域

・交通・宿泊地・郷土料理・行事・文化・土産等を学ぶ

大阪府・京都府と周辺地域

・日本からのアクセス・交通・主要都市・観光地・文化・料理・土産等を学ぶ

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 まとめ

韓国・東南アジアの国々（（タタイイ・・ママレレーーシシアア・・シシンンガガポポーールル））

・日本からのアクセス・交通・主要都市・観光地・文化・料理・土産等を学ぶ

海外観光地理【４】

フランス

8回 国内観光地理【４】

9回 ・交通・宿泊地・郷土料理・行事・文化・土産等を学ぶ

15回 確認テスト（期末試験）

海外観光地理【２】

・日本からのアクセス・交通・主要都市・観光地・文化・料理・土産等を学ぶ

英国

・確認テスト実施

・講師作成プリントは講義時に配布します。
マーカーを用意してください。

・小テスト（数回実施）は
Google Formsを使用し、
スマートフォンで解いてもらいます。
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

今日のトップニュースを読む
時事力「読解・活用」②　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「読解・活用」③　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「社会・環境」①　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「社会・環境」②　小テスト

今日のトップニュースを読む
提出物④

今日のトップニュースを読む
時事力「国際」　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「読解・活用」①　小テスト

今日のトップニュースを読む
提出物⑤

今日のトップニュースを読む
時事力「政治」①　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「政治」②　小テスト

今日のトップニュースを読む
提出物②

今日のトップニュースを読む
時事力「経済」　小テスト

今日のトップニュースを読む
時事力「暮らし」　小テスト

今日のトップニュースを読む
提出物③

14回 読売新聞デジタル版を読む

15回 産経新聞デジタル版を読む

12回 朝日新聞デジタル版を読む

13回 毎日新聞デジタル版を読む

10回 産経新聞デジタル版を読む

11回 西日本新聞デジタル版を読む

8回 毎日新聞デジタル版を読む

9回 読売新聞デジタル版を読む

6回 西日本新聞デジタル版を読む

7回 朝日新聞デジタル版を読む

4回 読売新聞デジタル版を読む

5回 産経新聞デジタル版を読む

2回 朝日新聞デジタル版を読む

3回 毎日新聞デジタル版を読む

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回 オリエンテーション
授業の進め方、評価方法について理解する
メディアリテラシーとは何か、時事力とは何かを知る
提出物①

到達目標 ・メディアリテラシーを身につける　　　・時事力を養う

使用テキスト プリント

成績評価方法
提出物、小テスト、授業態度等で評価する

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 久保田　博子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容） 授業形態 講義＆演習
社会で起きているさまざまなできごとを表面的にとらえるだけでなく

その背景や制度の基本的な仕組みなどを学ぶ

対象学年 学科 エアライン／ホテル・ブライダル科

科目名 社会情勢研究 Q／Eクラス
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

発表

4回

3回

11回

12回 グループを作り、プレゼンテーションをする

あなたのおすすめ

グループ討議

自己紹介

成績評価方法 単位数 2

自己紹介

プレゼンテーションとは プレゼンテーションとは

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

授業形態

自分の意見を自分の言葉で表現できるようになる。

プレゼンテーションの基本はコミュニケーションであることを意識して、気負わず

楽しく取り組む。

平常点100％(レポート等含む）

あなたのおすすめを紹介する

あなたのおすすめを紹介する

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 表現力とプレゼンテーション技法 E

自己紹介 自分をプレゼンテーションする

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西 翼

到達目標

使用テキスト なし

講義授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1回

あなたのおすすめ

あなたのおすすめ

2回

あなたのおすすめを紹介する

発表あなたのおすすめ

発表

発表

スピーチ

スピーチ

発表

グループ討議

３分間でスピーチを行う

グループを作り、プレゼンテーションをする

7回

10回 ディベートを実践してみよう

8回

9回

あなたのおすすめ

１つのテーマについて論じるディベート

ディベート

15回

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 スピーチ

5回

6回
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

着付けの練習

期末試験

到達目標 自装と他装で名古屋帯が結べるようになる

使用テキスト なし

成績評価方法
出席率100％　

単位数 1
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

2 期末試験なし

備品（和装小物）の取り扱い方の注意点

腰紐を結ぶまで

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 着付け演習 E

担当講師（フルネーム） 青山　祐子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
着物のたたみ方や小物の名称などを覚える

授業形態 実技

自装で着付けをして、お互いを手直し

8回 総まとめ

ト－タルコ－ディネ－トをして写真撮影

1回

5回

6回

7回

名古屋帯を結ぶ

名古屋帯

ひたすら練習

名古屋帯

ひたすら練習

2回

3回

4回

着物

自装

お太鼓を作るまで

半幅帯の結び方を覚える（文庫結び）

前回の復習

名古屋帯

帯揚げ、帯締めの結び方をマスタ－

名古屋帯を結ぶ（自装）

テーマ

名古屋帯を結ぶ

授業内容

着物と腰紐をきれいにたためるようになる着物

名古屋帯を結ぶ（自装）

衿合わせ～伊達締めまで

半幅帯

名古屋帯

座礼で挨拶
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

期末試験 1 授業中に実施

到達目標 ホテルマネジメント業務の基礎知識を習得し、ホテル・マネジメント技能検定３級の合格点達成を目指す

使用テキスト ホテル・マネジメント　ベーシック

成績評価方法
・期末試験70％平常点30％　

単位数 1
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 秋葉　優美 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
マネジメント業務の基本的知識を学ぶ

授業形態 講義
ホテルマネジメント技能検定３級実技試験合格に向けて学習を深める

対象学年 学科 ﾎﾃﾙ・ブライダル科

科目名 ホテルマネジメント検定 E

業務運営管理

オリエンテーション

業務運営管、リスク管理、法務について学習する

会計概論、財務会計について学習する

授業内容

授業の目的と進め方、評価方法について説明する

ホテルマネジメント検定３級実技試験について全体を把握する

期末テスト

練習問題

ホテルマネジメント概論、経営戦略、経営管理について学習する

財務会計・会計管理②

練習問題

練習問題

練習問題

練習問題

財務会計・会計管理①

期末テストの振り返りとまとめ

8回 まとめ

5回

6回

7回

サービス管理・顧客ロイヤリティ

サービス管理、顧客ロイヤリティについて学習する

期末テスト

1回

テーマ

管理会計、予算管理について学習する

2回

3回

4回

ホテルマネジメント概論
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

期末試験 2 期末試験なし

到達目標 国家試験であるレストランサービス技能検定（HRS）３級の実技試験において、受験者全員の合格を目指す。

使用テキスト なし

成績評価方法
・実技試験の合否結果50％（合格＝50点、不合格＝0点）　平常点50％　

単位数 1
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 小西　翼 有（ホテル業界勤務歴）

授業概要（内容）
HRS試験合格のために必要な技術を向上させる。

授業形態 実技
今年度の課題を読み取り、それに沿った対策を行う。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 HRS対策（実技） E

通し練習

通し練習

整理整頓

オリエンテーション
課題の確認

授業内容

評価方法の説明

課題の確認

ロールプレイ

セッティング

通し練習

通し練習

整理整頓

通し練習

セッティング

通し練習

セッティング

セッティング

セッティング

セッティング

通し練習

通し練習

8回 通し練習 通し練習

整理整頓

セッティング

整理整頓

5回

6回

7回

整理整頓

通し練習

通し練習

整理整頓

通し練習

1回

テーマ

整理整頓

2回

3回

4回

通し練習
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